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表 1 前後の評価一致率 ･不一致率
項目 一 致 不一致
前(%) 徳(%) 前(%) 徳(%)
1 50.6 90.9 49_4 9.1
2 94.8 96.1 5_2 3.9
3 53.2 83.1 46_8 16.9
4 93.5 97.4 6.5 2.6
※ 5 79.2 72.7 20.8 27.3
※ 6 75.3 71.4 24.7 28.6
7 89.6 96.1 10.4 3.9
8 59.7 87 40.3 13
9 64.9 81.8 35.1 18.2
10 81.8 83.1 18.2 16.9
ll 94.8 94.8 5.2 5.2
12 62.3 93.5 37.7 6.5
13 64.9 84.4 35.1 15.6
14 92.2 97.4 7.8 2.6
15 58.4 88.3 41_6 ll.7
16 61 88.3 39 ll.7
※ 17 92.2 81.8 7.8 18.2
18 92.2 97,4 7_8 2.6













































































































































































お わ リ に
自己評価が適切にできることは,看護行為にお
いては特に重要である｡ビデオ,チェックリスト
を使用して自己学習を行うことにより,学生が一
つ一つの行動の意味を考えることが出来るように
なり,自己評価能力は向上した｡また,技術学習
における学生全体の陥りやすい傾向に気がつく事
が出来た｡1対1で技術テストを行い学生の傾向
を見る事により個々の学生のもつ問題も明らかに
なった｡これらは今後の教授法の課題となり,ま
た個々の学生への指導上の指針となった｡これら
のことを今後の基礎看護技術教育に有効に活用し
ていきたい｡(この論文の要旨は日本看護学教育学
会第2回学術集会において発表した)
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